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はじめに 

震災後結成された 

医大構内放射線測定チーム 

の活動を紹介 
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震災直後 

病棟内放射線量 

屋外空気中放射線量 

患者様スクリーニング（3/25迄） 

 
  

 副医学部長の八木沼先生指揮の
もと、構内放射線関係の測定を、基
礎系・教養系教職員有志で行った。 
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医学部長直属測定チームの結成 
（２０１１年４月末） 

本間 好 教授 
  放射性同位元素研究施設、 RI施設長 

鈴木俊幸 医療技師 
  放射性同位元素研究施設、 RI取扱主任者 

遠藤雄一 准教授 
 放射性同位元素研究施設、 RI施設教員 

神田秀幸 講師 
 衛生学・予防医学講座講師、作業環境測定士 

小林恒夫 教授 
 自然科学講座（物理学）、医学物理士 

  



構内空間線量測定  
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空間放射線量用測定器 
 ALOKA TSC-172  シンチレーションカウンター 
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構内測定風景 
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空気中 ・雨中 ・雪中の  
放射性物質測定  
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空気中放射性物質測定器 
 フィルター捕集 ＋ シンチレーションカウンター 
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空気中放射性物質測定結果 
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雨・雪中放射性物質測定結果 



小林の部屋での測定  
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小林の部屋のNaIシンチレーションカウンター 
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小林の部屋のNaIシンチレーションカウンター 



おわりに  

空間線量測定 
 半減期 340～560日 で減衰の傾向 

空気・雨水・雪中放射性物質 
 空気中は四月中に検出されたのみ 
 雨水・雪中は四月以来検出せず 

小林の部屋 
 短半減期は4日 長半減期は300日 
  ヨウ素の環境的半減期は約４日 
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